


UV印刷アートワークとレーザーカット形状を用いたカスタムアクリル冷蔵庫用マグネット
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Details
 

カスタムアクリル冷蔵庫用マグネットは、硬質アクリル面、UV印刷アートワーク、レーザーカット輪郭、磁気裏面材で構成されます。完成サイズ、アートワークのレイアウト、裏面材の構
造、包装をまとめて指定し、生産を確定する前に外観と想定用途を実物サンプルで承認してください。

アートワーク、記念品、個人的なイベント向け。 オリジナルイラストはアーティストグッズに、名所は旅行の記念品に、ウェディングデザインはパーソナライズされたプチギフトにできます。
ブランド購入者はロゴ中心のギフトを展開でき、小売業者は統一感のあるコレクションを企画できます。用途ごとに、読みやすい細部、認識しやすい形状、見せ方のバランスは異なります。

画面上で印象的に見えるデザインでも、小さな実物に縮小すると期待どおりとは限りません。名前が読みにくくなったり、細い部分が壊れやすく見えたり、磁気裏面材が完成品に適さなかっ
たりします。イベントでは配布品全体に影響し、小売では販売後の顧客苦情につながる可能性があります。

現実的な方法は、デザインデータだけでなく、完成品全体を承認することです。まず実寸を確認し、印刷とカットのレイアウトを見直したうえで、使用予定の面に取り付けた完成見本を評価
してください。本製品はUV印刷・レーザーカットのアクリル構造を採用しています。厚み、マグネット仕様、最低発注数量、価格、納期は、見積もりと見本の確認に基づいて決まります。



画像はデザインおよび購買時の検討事項を示すものであり、検証済みの生産サンプル、利用可能な選択肢、試験結果ではありません。

この製品を見る

このアクリルマグネットの構造は何で決まる？
アートワークを読みやすくするサイズを選ぶ
どの表面・裏面材の選択肢をサンプル確認すべき？
承認用アートワークはどう準備すべき？
デザインはどのように生産へ進む？
実物サンプルで何を確認すべき？
購買優先事項に合うマグネット形式はどれ？
仕上がりを保護し、リピート注文を簡単にする
より良い購買判断のための要点
完成品を基準に見積もりを作成する

このアクリルマグネットの構造は何で決まる？ ↑
この製品は、カスタムUV印刷、レーザーカットしたアクリル面、磁気裏面材を組み合わせたものです。印刷画像が視覚的な細部を担い、カット輪郭がシルエットを決めます。両者は別の設
計判断です。写真はシンプルな輪郭内に配置でき、イラストのキャラクターや名所は対象に沿う輪郭が適する場合があります。

アクリルマグネットは、柔軟な印刷磁気シートやガラス製装飾マグネットと混同しないでください。構造によって製品の手触り、縁の見え方、指定すべき裏面材が変わります。別素材のレ
ビューは購入者の懸念を知る参考にはなりますが、本製品の保持力、耐傷性、耐用年数を証明するものではありません。

調達仕様には、アクリル素材、印刷位置、完成輪郭、磁気部材、取付方法を記載する必要があります。透明に見えるからといって、画像がアクリル層の間に封入されているとは限りません。
表面印刷、裏刷り、積層構造では必要なサンプル確認が異なるため、見積もりに明記してください。

アートワークを読みやすくするサイズを選ぶ ↑
まず、認識可能でなければならない最小の細部を決めます。ウェディング用なら名前と日付、記念品なら名所のシルエット、ブランドグッズならロゴです。外形サイズを選ぶ前に、この優先
順位を定めてください。小さな面に内容を増やしても、適切な寸法を選ぶ代わりにはなりません。



最大幅と最大高さをミリメートルで記録し、購買チームに必要であればインチ換算も併記してください。不規則な形状では、有効印刷領域も確認します。細長い輪郭とコンパクトな丸形は外
形寸法が同じでも、文字に使える面積が大きく異なることがあります。

提案アートワークを実寸で印刷し、拡大せずに確認してください。文字が明瞭か、顔の特徴を認識できるか、重要な細部がカット境界の内側に十分収まるかを確認します。QRコードが必要
な場合は、デジタル校正の見た目だけに頼らず、印刷サンプルで試験してください。

厚みの追加を自動的な品質向上と見なさないでください。組立構造が変わるため、重量、裏面材、包装とあわせて検討する必要があります。正確な厚み、寸法公差、単位重量は選択デザイン
について確認が必要であり、この製品参照番号では確定していません。

どの表面・裏面材の選択肢をサンプル確認すべき？ ↑
デザインを主に不透明に見せるか、意図的に透明に見せるかを決めてください。白版は不透明な色域を支え、選択した透明部分はデザインの一部になります。校正データではこれらを区別し、
印刷会社に統合画像の解釈を任せないようにします。

インクをどこに印刷し、何で保護するかを確認してください。裏刷りを希望する場合は、その図に磁気裏面材の位置も示します。裏面材が背面画像の一部を隠すことがあるため、重要な文字
よりも繰り返し模様や意図的に配置したマークの方が適する場合があります。

構造の選択 指定事項 サンプルで確認すべき事項
アクリル面 素材、厚み、輪郭、意図した透明部分 外観、縁の仕上げ、寸法、可読性
印刷面 印刷面、白版、保護層の有無 色の見え方、見当、露出する印刷部分
ディスク型裏面材 素材、寸法、位置、取付方法 安定性、取付部の完全性、背面アートワークへの干渉
シート型裏面材 被覆範囲、厚み、輪郭、取付方法 平坦な接触、縁部接着、組立後の性能
追加仕上げ 希望するドーム加工、第二層、特殊表面 実現可能性、変更後の寸法、包装要件、コスト

これらは見積もり時の確認事項であり、確定した選択肢一覧ではありません。ディスク型とシート型の裏面材は完成組立品として比較してください。磁気等級または裏面材の厚みだけでは、
実用的な保持性能は決まりません。

再生アクリルは市場で入手可能です。 Zap! Creativesによる再生アクリルマグネットの説明[1]。その供給業者の宣言は、本製品の再生材含有量を証明するものではありません。
再生材がプロジェクトに重要な場合は、実際に供給される素材を対象とした文書を請求してください。再生材含有量と、完成したアクリル・マグネット組立品が地域でリサイクル受入れされ
るかは別の問題です。



承認用アートワークはどう準備すべき？ ↑
ロゴとカット輪郭には、可能な限り編集可能なベクターデータを提供してください。写真にはスクリーンショットや繰り返し圧縮したコピーではなく、元の高解像度画像を使用します。想定
出力サイズで解像度を評価できるよう、希望する完成寸法も含めてください。

外部の入稿準備資料として、 Magnets.comのアートワークガイドライン[2] では、希望サイズで少なくとも300 DPIのラスターアートワークを推奨しています。これは入稿
準備の指針であり、印刷結果の保証や本製品の最終テンプレートではありません。低解像度画像を拡大しても、失われた細部は復元されません。

印刷画像、カット輪郭、提案する白インク領域を明確に区別できるようにしてください。意図した透明部分を示し、必要に応じてフォントをアウトライン化し、元の色見本を提供します。ファ
イル変換前に本生産のカラーワークフローを確認してください。画面プレビューは完成色の実物証拠ではありません。

内容を確認： スペル、日付、ロゴのバージョン、画像のトリミング、向き。
形状を確認： 外形寸法、細い突起、内部の開口部、縁からの余白。
印刷レイアウトを確認： 不透明部分、透明部分、白インクの被覆範囲。
組立を確認： 裏面材の位置と、裏刷りアートワークとの重なり。
承認範囲を確認： デジタル校正で確認できる事項と、実物サンプルが必要な事項を特定します。



すべてのデザインに一般的な余白を適用するのではなく、承認済みテンプレートの塗り足しと安全領域を使用してください。細い突起や狭い内角は簡略化が必要な場合があります。まず重要
な内容を保持してください。生産や確実な取扱いができない細部より、わずかに調整したシルエットの方が望ましいです。

デザインはどのように生産へ進む？ ↑
想定工程は、アートワーク準備、アクリル選定、UV印刷、レーザーカット、磁気組立、検査、包装です。正確な順序と設備設定は生産仕様に記載します。以下の工程は承認の枠組みであり、
監査済み工場ライン、導入設備、生産能力に関する主張ではありません。

デザイン要件を確定する。 想定用途、寸法、デザイン別数量、納入先、包装、必要到着日を記録します。1.
構造提案を承認する。 アクリル面、印刷構成、磁気裏面材、取付方法を確認します。2.
デジタル校正を確認する。 サンプル作成前に、文字、トリミング、輪郭、透明性、裏面材位置に関する問題を解決します。3.
組立済みサンプルを評価する。 未組立の面だけでなく、実際の印刷、縁、磁気機能、包装を確認します。4.
受入条件を設定する。 外観、寸法、取付、想定用途での性能をどのように評価するか合意します。5.
注文スケジュールを確認する。 サンプル承認、生産、発送、輸送の各マイルストーンを分けます。6.

工程例として、 Thunder Laserのアクリルマグネットチュートリアル[3] では、素材の位置決め、デザイン準備、カット、その後の組立を紹介しています。製造段階を示す例であ
り、そのプロジェクト構造や機械設定は、このUV印刷製品の仕様ではありません。



追加の層またはコーティングには、コストと納期の再評価が必要です。セットアップ、サンプル作成、アートワーク変更、特殊包装が含まれるかを確認してください。カスタムのレーザーカッ
ト形状にセットアップ費用が自動的にかからないと解釈すべきではなく、生産見積もりを納品保証と混同してはいけません。

実物サンプルで何を確認すべき？ ↑
サンプルは具体的な受入確認事項に答えるものであるべきです。通常の視距離と斜めからの光で確認し、承認済みアートワークと比較してください。画像のぼけ、不要な白部分、目立つ傷、
ひび割れた縁、印刷画像とカット輪郭の不一致を確認します。

検査項目 実施方法 承認前の記録
寸法 完成輪郭と組立後の厚みを測定する 実測値と合意済み公差
可読性と色 実物出力を承認済みデザインおよび色見本と比較する 承認サンプルと合意済みの差異
表面と縁 直射光と斜光で検査し、保護フィルムの跡と下地の欠陥を区別する 欠陥例と許容される仕上げ
磁気機能 想定する表面および向きで組立品を試験する 表面、荷重条件、観察期間、結果
取付 合意済み試験方法で裏面材の接合部を評価する 方法、条件、受入基準
包装 包装済みサンプルについて製品同士の接触と動きを確認する 承認済み梱包構成

これは提案された検査チェックリストであり、完了済み試験報告書ではありません。本製品について、検証済みの保持力、取付強度、耐久性、輸送試験の結果は提供されていません。

紙を留める用途では、実用的な保持量は物理寸法、荷重条件、サンプル確認に左右されます。実際の紙または写真、取付先表面、マグネットの配置方法を指定してください。競合他社の紙枚
数に関する主張を、別のアクリル形状または裏面材構成に転用することはできません。

注文前に、想定する家電表面を確認してください。ステンレス鋼の見た目だけで磁気適合性があるとは考えないでください。また、背面接触部に粗さや異物がないかも確認します。表面保護
は自動的に備わる特性としてではなく、磁気機能とあわせて評価してください。



想定環境を合意してください。耐水性、耐傷性、屋外適性、耐退色性には、完成構造全体についての証拠が必要です。確認されるまで、防水、食器洗い機対応、車両向け、または特定の寿命
を保証する製品として販売しないでください。承認済み構造には、清掃方法と制限事項を添付してください。

購買優先事項に合うマグネット形式はどれ？ ↑
素材の想定順位ではなく、必要な結果に合わせて形式を選んでください。硬質の印刷面と成形輪郭が重要ならアクリルが中心になります。柔軟性、成形による立体感、自然な質感、別の視覚
表現が主な要件なら、他の構造も検討に値します。

形式 デザインの方向性 検討すべき購買上のトレードオフ
UV印刷アクリル 硬質でカスタム形状のシルエットに印刷したアートワーク 縁の仕上げ、透明性、耐傷保護、裏面材のバランス
柔軟な磁気シート 薄く曲げられる印刷形式 厚み、縁の挙動、印刷保護、接触面積
成形ソフトPVC 盛り上がった形状と触感のあるキャラクターデザイン 金型、アートワーク変換、サンプル作成、生産スケジュール
樹脂またはドーム構造 丸みのある表面または立体的な装飾効果 追加重量、硬化要件、縁の状態
金属、木材、またはガラス アクリルとは異なる素材主導の外観 仕上げ、湿気または破損への懸念、包装、取付

これらは定性的な選定の問いであり、同等の性能評価ではありません。同じ完成サイズ、数量、包装レベル、納品条件で実際の見積もりを比較してください。素材選択だけでは、磁力、環境
上の利点、安全性は決まりません。

卸売購入では、見出しの単価を比較するのではなく、注文総額を請求してください。サンプル作成、アートワーク準備、生産、裏面材、個別包装、運賃、該当する輸入費用を分けます。複数
デザインを一つの注文に含める場合は、数量の数え方と、各デザインが最小数量またはセットアップ費用に影響するかを確認してください。

期限のあるイベントでは、価格と同じくらい慎重に承認マイルストーンを比較してください。サンプル作成または輸送を省く低価格見積もりでは、十分な明確さは得られません。ここでは最
小注文数も生産期間も検証されていないため、いずれも選択した構造と数量に紐づく書面見積もりが必要です。

仕上がりを保護し、リピート注文を簡単にする ↑
到着後にマグネットをどのように扱うかに応じて包装を選んでください。アーティストグッズには個別に見せる包装、イベント用プチギフトには簡易配布、小売在庫には統一した台紙が必要
な場合があります。含まれていると想定せず、これらの形式を選択肢として依頼してください。

隣接する面をどのように隔離し、梱包品の動きをどのように抑えるかを指定してください。保護フィルムを付ける場合は、明確な剥がし方を添え、フィルムの損傷と下のアクリルの損傷を区



別します。個別包装と外装輸送梱包の両方を確認してください。

配送時の損傷と製造不良をどのように報告するか、必要な証拠と合意する救済措置を確認してください。外箱、内装、影響を受けた製品の写真は、輸送損傷と根本的な生産問題を区別するの
に役立ちます。書面の条件なしに自動返金や無償交換を想定しないでください。

リピート注文では、承認済みアートワークの版、構造詳細、包装仕様、基準サンプルを保管してください。再注文前に、素材または工程が変更されていないかを確認します。同じアートワー
クを再利用するだけでは、新しいロットが前回の組立品と一致することは保証されません。

より良い購買判断のための要点 ↑
完成構造全体を購入する。 アクリル面、印刷、カット輪郭、裏面材、包装を一体で評価します。
完成サイズでの可読性を承認する。 大きなデジタルプレビューは、小さな文字や細密なアートワークが明瞭に残る証拠ではありません。
保持に関する主張はサンプル固有にする。 保持量は物理寸法、荷重条件、サンプル確認に左右されます。
米国のマグネット安全要件の適用範囲を確認する。 — 対象製品では、小部品シリンダーに入る緩い、または分離可能なマグネットは、磁束指数が50 kG² mm²未満でな
ければなりません（出典[4]).
素材の宣言と製品の主張を分ける。 実際の注文に関連する再生材含有量、耐久性、認証について証拠を請求してください。

規制の適用可否は、マグネットの存在だけでなく、製品の設計、販売方法、想定用途、分類に左右されます。上記のCPSCガイダンスは、対象となるマグネット製品と別要件が適用される
玩具を区別し、規制対象製品の認証義務を説明しています。この製品参照番号について、適合認証は確立されていません。

完成品を基準に見積もりを作成する ↑
成功するアクリルマグネットの注文は、明確なデザイン目的から始まり、承認済みの実物組立品で終わります。何を見せる必要があるか、どこで使用するか、どう包装するか、受入れにどの
証拠が必要かを定義してください。これにより、他社仕様や未試験の約束に頼らず、見積もりに意味のある基準ができます。

見積もりを依頼する際には、デザインデータ、仕上がり寸法、デザインごとの数量、使用目的、希望する梱包方法、納品先、必要な到着日をお知らせください。

[1]再生アクリル供給業者の例：Zap! Creativesは自社の再生アクリルマグネット構造を説明しています。その素材宣言は、本製品を認証するものでも、地域でのリサイクル受入れ
を確立するものでもありません。 ↩

https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Magnets


[2]アートワーク準備ガイド：Magnets.comは解像度と縁からの余白に関する外部アートワークガイドを提供しています。最終的なファイル要件は承認済み生産テンプレートに従う
必要があります。 ↩

[3]レーザーカット組立の例：Thunder Laserはアクリルマグネットのカットと組立を紹介しています。この例は、本製品の設備、生産能力、製造設定の証拠ではありません。 ↩

[4]米国マグネット安全ガイド：CPSCは、対象製品の適用範囲、磁束要件、試験、認証の枠組みを説明しています。参照確認日：2026年9月20日。実際の製品について適用可否を
判断する必要があります。 ↩

Product Option


